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「神学生の証し」 西南学院大学大学院 神学部神学科 2年  長尾基詩（推薦教会 府中教会） 

 私は高校3年生の時に献身の思い

を与えられ、西南神学部入学を決め

ました。 

 牧師家庭で生まれた私にとって福

音とは至極普遍的で、すべての人間

に行き届いているものという認識が今まではあり

ました。しかし、高校生の時に与えられた出会い

を通して人間が福音を渇望している現状、真の平

和が欠如しているこの地上の状況を認識し、働き

手がいないことを知るに至りました。祈りの中で

主と対話したのち、私に使命が与えられたという

確信を持って入学しました。入学してからは発見

と新たな出会いの連続です。私が知っていた信

仰、聖書、キリストとはどんなに狭い理解だった

かを思い知らされました。その発見は時として痛

みを伴うものですが、しかし何にも代えがたい価

値を持ちます。 

私は現在キリスト者が平和形成へとどのように

向き合っていくのかを真剣に学び、考えていきた

いと思っています。ミャンマーの内戦、ウクライ

ナロシア戦争をはじめとした世界の情勢に大変危

機感を持っております。日本もいずれこの大きな

うねりの中に巻き込まれてもおかしくはないと考

えています。私にはこの難しい状況がイスラエル

の地を生き、ローマ人、ユダヤ人との狭間で福音

を宣べ伝えたイエスキリストの生きた状況と重

なって見えます。これからの学びにおいてしっか

りと聖書によって立ち、キリストの平和を真に宣

べ伝えるために引き続き、学び、仕えていきたい

と思います。皆様のご支援、お祈りに感謝申し上

げます。日本の神学生が大変豊かな環境で学ぶこ

とができていることを覚えます。この恵みの源で

ある神様に栄光を帰しつつ、ご支援くださる皆様

に主の力が留まることを切に願います。 

 

コロナの影響で対面での会議を開くことができな

いまま、今年度も２ヶ月を切った中で、定例の活動

報告を受け、新年度に向けての課題を話し合いまし

た。壮年大会東京大会での総会の持ち方、壮年会役

員及び奨学金委員長の選挙に向けた準備、今後に向

けて必要となる規約等の改正、等です。また新しい

「伝道者養成の基本理念」は今月の連盟総会で審

議・承認されると思われますが、この理念に則った

次の展開をどう考えていくかや、理事会と協議を続

けている奨学金会計の『基本金』についての考え方

について等を議論しました。３月の奨学金委員会と

の合同役員会、４月上旬の役員会につなげて成案と

していくことになります。 

今回より「壮年連合ニュース」に新しいシリーズ

を開始しました。これから神学校に行くことを考え

ておられる青少年や壮年の方々への参考になるよう

にと願いつつ、伝道活動の第一線に立っておられる

牧師の方々に、「あなたは神様よりどのような召命

を受けられて今日に至っておられるのですか？」と

召命に関する証しを掲載していきます。ベテランと

言われる先生方やまだ第一線に立って日の浅い牧師

の方々の生の声をお届けしていきますのでご期待く

ださい。 

この他にもそれぞれの地方連合壮年会の働きと

か、「こういったことを掲載できないか？」とか良

いアイデアがあれば事務局までお知らせください。

壮年会連合ニュースが各教会と全国壮年会連合を結

ぶ情報交換の場になるように役員会で検討して行き

ます。 

    「第3回奨学金委員会（1/28）Zoomにて開催報告」       奨学金委員長 北村愼二 

    「第３回役員会（2/4）報告」                                     事務局長 三室日朗 

報告事項 

西南学院神学部報告 

奨学金会計・神学校献金・奨学金返還の状況 

審議事項 

(1) 2022年度返還免除者について 

(2) 2022年度奨学金償却者について 

(3) 2022年度奨学金支給額について 

(4) 2023年度奨学金予定額について 

(5) 2023年度の神学生面談について 

(6) 2024年度奨学金申請様式について 

ディスカッション 

リカレント教育について 

奨学金会計基本金について 

 諸教会の熱い祈りと尊い献金によって奨学金

会計が支えられていることを感謝しつつ、さら

に充実した奨学金制度となりますことを願って

おります。 
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「この時代に適した策を講じる 」       宣教研究所所長 朴思郁 

  

 近年、話題になっている言葉の

一 つ と し て「SBNR（Spiritual 

But Not Religious、宗教的では

ないが霊的である）」という用語

があります。それは、2000年に

スヴェン・アーランドソンという

米国のルター派牧師が同タイトル

の本を出版して以来、宗教・精神事情ならびに

宗教風土を表わすもので、その書名の頭文字の

省略語が人口に膾炙

かいしゃ

するようになりました。

SBNRと関連して、2017年の調査（Pew Re-

search Center）では、全米のSBNR人口は4人

に1人（27%）といわれ、5年間8%が増加して

います 。キリスト教会または宗教組織に所属し

ていない人が近年顕著に増加しているのです。

そのSBNRが注目されるのは、単なる宗教に限

らず、社会全体としての動向を反映した現象で

あるからです。日本ではSBNRのような統計は

ないものの、5年ごとに行われる「日本人の国民

性 調 査」（2018 年 実 施）を 参 考 に す る と、

「宗教を信じるか」（信じていない74%）と

「宗教心は大切か」（大切57％）という項目か

ら日本における SBNRの動向を垣間見ることが

できると思われます。 

 昨今、神学校ごとに入学者の減少という顕著な

傾向が見られる中、いわゆる「献身者」を募るた

めの様々な打開策を模索しています。もちろん諸

教会への協力の呼びかけや制度的補完など、内部

的な見直しも大切であると思われますが、私たち

が何より念頭に置かなければならないのは、現代

日本社会という宗教的土壌です。それは「献身

者」が掘り起こされる現場であるのみならず、こ

れから福音宣教の対象になる人たちが置かれてい

る状況でもあるからです。いわば新自由主義や個

人主義の風潮が強まる中、各々の個人は自分の霊

的または精神的成長のために組織化された宗教教

団に所属し、献身と忠誠を求められる集団や群れ

の価値に追従するより、自分だけの価値観や道徳

的基準を設けることをより大切にすると言えるの

でしょう。「献身者」を募るに当たり、そのよう

な宗教的土壌を勘案して、良し悪しを議論し判断

するより、この時代に適した策を講じていくこと

が求められるのです。 
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「日本へ導かれた思いと願い」 

      元西南学院理事長・学長 G.W.バークレー 

 

 はじめに、壮年会の皆さまにおかれましては、日頃から西南学院大

学神学部に学び、伝道者を目指す神学生のために祈り、その養成のた

めに奨学金を支給していただいていることに心よりお礼を申し上げま

す。伝道者養成においては、皆さまや日本バプテスト連盟諸教会のご

理解とご支援は無くてはならないものです。 

 私は、最初は宣教師として、そして２００１年からは西南学院大学

の教授として３８年間西南学院で勤務してきました。その務めを終え

るにあたり、「全国壮年会連合ニュース」に執筆させていただくことを大変光栄に思います。 

振り返りますと、沢山の思い出と反省点があります。しかし、紙面の都合でその全てを書く事

はできませんので、いくつかに絞って書かせていただきます。ほとんどが私的な事で恐縮です

が、どうぞお赦しください。 

 先ず、日本へ導かれた思いですが、簡潔にいいますと、「神さまの導きにより、神学校の恩師

をはじめ、母教会の牧師先生、両親等とも相談しながら、祈りの中で日本へ行く決心をした。」

ということになります。未熟な（今もそうですが）若い３人家族が日本に渡り、日本語を勉強し

ながらのスタートでした。当時の宣教団の諸先輩と最初に遣わされた大井町バプテスト教会の

方々に全面的に支えていただきました。皆さんの信仰と熱心さに励まされ、「一緒にいる、一緒

にする」ことの大切さを学んだことは忘れられません。 

 １９８７年の４月に西南学院大学神学部に着任し、同僚の先生方のご指導と励ましに支えら

れ、キリスト教史分野と大学の必須科目であるキリスト教学を担当させていただきました。ま

た、神学部だけではなく、伊都キリスト教会の協力牧師として、連盟及び諸教会の現状と課題に

も関わるようになり、日本における宣教活動の課題と、神学教育と実践教育の重要性を認識する

ようになりました。その後、約３０年前から現在のベタニヤ村教会の協力牧師となりました。こ

れらの経験から、牧師養成だけではなく、信徒牧会養成の必要性にも気づかされました。バプテ

スト教会の従来の「信徒教会形成」は現在の課題の一つであるでしょう。 

 さて、ご存知の方もおられると思いますが、私には、在職中、学部長、大学宗教部長、学長、

院長、理事長等の大任が与えられました。それぞれの役割の中で、教職員と学生に対する宣教活

動と、日本バプテス連盟との関係を忘れずに宣教活動をしてきたつもりです。 

 今までに学んだことを纏めてみますと、まずは教育の重要性が挙げられます。牧師と信徒の学

問的な教育だけではなく、実践教育と「心」（霊性）の教育です。次に、先に述べたように「一

緒に」歩むことです。これは、一緒に祈り、一緒に聖書を学び、一緒に宣教活動と教会形成をす

るということです。宣教師であっても、教員であっても、牧師や協力牧師であっても、そして役

職者であっても、一人ではなく共に祈り合い、共に話し合って、互いに支え合うことがとても重

要です。 

 最後にお願いがあります。西南学院大学神学部は、壮年会連合の皆さまをはじめ、諸教会の皆

さまのご理解とご支援をいただき、これからもより良い伝道者養成教育を提供できるように努力

してまいります。壮年会の皆さまにおかれましては、今後も神学部と神学生を、奨学金だけでは

なく、祈りにおいても支え続けてくださいますようお願いいたします。そして、諸教会におかれ

ましては、牧者になる献身者を育てていただき、神学部に遣わしてくださいますようお願いいた

します。 

 退職に伴い、現場からは少し離れますが、心は一生離れることはありません。皆様との再会も

楽しみにしております。壮年連合の皆さまと日本バプテスト連盟の今後益々のご活躍と、神学部

の皆さん、そしてこれから日本でキリストの救いと喜びがありますよう、心からお祈りいたしま

す。３８年間、大変お世話になりました。 
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「私はどのように召命を受け献身したか」 

福岡ベタニヤ村教会牧師 田口昭典 

 

１９７９年１２月、西日本新聞社会部の中村記者は「大学生、この半熟世代」とい

う連載記事を書いており、説教をしている私の姿を写真に収め、その記事に添え

た。記事の最後に彼の率直な評価が一言書かれていた。私がIBMの技術者を辞めて

牧師になる道を選んだことを「一種のドロップアウトである」と書いた。彼は私を

「落ちこぼれ」と見た。見事に言い当てている。私の献身は困難からの逃避に映っ

たのだ。 

１９６６年の１２月２４日、ギデオン協会から頂いた一冊の新約聖書がきっかけで私は生まれ

て初めて釧路鶴ヶ岱メノナイト教会の門を潜った。雪が降りしきるクリスマス・イブであった。

牧師は棚瀬多喜雄先生。学生時代の４年半、家のすぐそばの教会に時々出入りしていた。 

１９７１年５月、就職のため、私は北海道を後にし、神奈川県大和市に移り住んだ。そして、

日本バプテスト連盟の最後の直属開拓伝道所であった相模原伝道所で求道生活を始めた。松田正

三先生が牧師であった。北海道の釧路高専を卒業して６畳一間のサラリーマン生活を始めたが、

能力不足、慣れない仕事、人間関係、ホームシック等々、得体のしれない不安で私は会社に行け

なくなるような苦しい日々を送り、死にたいとさえ思うようになっていた。私は毎日祈った。

「何も要りません。高給も自由な休暇も要りません。結婚もできなくていいです。死ぬ時、た

だ、いい人生だったと言って死にたい」と。教会は私の唯一の憩いの場であった。 

自分の力では自分を支えることが出来ないことを悟り、全てを主に委ねて１９７１年１２月５

日、寒い冬の朝、バプテスマを受けた。薔薇色に世界が変わることはなかった。しかし、私は、

「自分はイエス様のものになった」と確信した。「すべての道で主を認めよ、そうすれば主はあ

なたの道をまっすぐにされる」（箴言３：６）の御言葉が私を励まし、慰めてくれた。休まず、

礼拝と祈祷会に出席した。やがて私は自信を取り戻し、仕事が面白くなり、あの「祈り」を忘れ

た。 

 １９７４年の１２月、クリスマスにマタイ２：１ー１２が読まれた。この時、幼児イエス様を

礼拝した東の国の占星術の学者たちは、ヘロデの元に帰るなとのみ告げを受け、「他の道を通っ

て自分の国へ帰って行った」。「他の道」という御言葉に衝撃を受けた。私の祈りに応えて神が

備えた「他の道」を歩まず、ヘロデのところに帰っている自分に気づかされた。神は私にどんな

「他の道」を備えておられるのか？思い巡らす日々が続いた。１９７５年のゴールデンウイー

ク、私はクリスチャン新聞が募集した韓国教会訪問のツアーに参加し、他の道を探した。ツアー

は「韓国教会の成長に学ぶ」というものであった。前年、ソウルの汝矣島広場でビリー・グラハ

ムによる大伝道集会が開かれおり、１万人のバプテスマ式が行われたと聞いていた。行く先々で

「献身」について学んだ。民族総福音化の情熱に燃える青年たちと交流し、チャレンジを受け

た。「将来主の導きがあれば献身したい」と最後の証会で話した。クリスチャン新聞日曜版に

「献身を決意ーー田口昭典」と載って、大いに戸惑った。また、神奈川連合の青年会で参加した

湯河原の城山学園でのワークキャンプ、奉仕を終えて帰る時、園長の金子益雄先生が「田口さ

ん、献身してもいいよ」と言われた。心が落ち着かず、翌日先生を学園に訪ね「主の召命と献

身」の意味を教わり、お祈りしていただいた。５年働いた会社を退職し、１９７６年３月、神学

部入学試験の前日、福岡空港に降りた。準備のないまま受けた試験は散々だった。その晩、私は

受験票の裏に、その時の心境を記した。「神様、準備不足で試験は不合格になると思います。し

かし、私が牧師になることをあなたが望み、私を召してくださり、献身へと導いてくださってい

ることを確信しています。私は西南がダメだったら、次の神学校を受験します。あきらめませ

ん。」と。 

神は私を牧師になるよう様々な状況や機会、人との出会いを通して召してくださった。今振り

返ると、私の献身も召命も相当問題の多いものであった。しかし、主は、私の祈りへの答えとし

て、私を召してくださった。最高の人生だったと言って主のみ許に帰るために。 
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